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要望１ 訪問看護のレセプト(医療保険)オンライン請求の推進

1)医療保険制度の基盤整備促進、訪問看護の業務効率化に資するため、現在2022年度開始予定の訪問看護療養費診療報酬請求の
オンライン請求について、確実な実施に向け計画的に進められたい。
2)多くの訪問看護事業所が遅滞なくオンライン請求を開始できるよう、訪問看護事業者等への説明会の開催をされたい。
3)訪問看護事業所におけるオンライン請求導入に伴う費用(端末、回線、請求ソフト等)に対して助成をされたい。

公益社団法人 日本看護協会

 近年、訪問看護事業所数、レセプト総件数は増加傾向が続き、レセプト総件数は約240万件に達している。

 介護保険における訪問看護費は主に電子請求されている一方で、医療保険における訪問看護療養費の請求については、「訪問看護療養費及び公費負担医療
に関する費用の請求に関する省令」に基づき、厚生労働大臣の定める様式（紙）で行われている。

 日本看護協会では、中央社会保険医療協議会、社会保障審議会医療保険部会等において、平成27年２月より訪問看護療養費のオンライン請求を提案してきた。

 平成29年度には「訪問看護レセプト電子化にかかる実務者ワーキング」が開催され、オンライン請求に向けた仕様が作成されている。

 平成29年11月8日医療保険部会において、訪問看護療養費診療報酬請求のオンライン請求の必要性について合意形成がされた。

 医療保険制度の基盤整備、訪問看護ステーション及び審査支払機関の事務効率化等に向け、訪問看護療養費診療報酬のオンライン請求を早急に実現する必
要がある。
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要望２ 中央社会保険医療協議会における看護職の診療側委員への任命

中央社会保険医療協議会において、看護職を診療側委員として任命されたい。

公益社団法人 日本看護協会

 看護職は全国で166万0071人(平成29年「看護関係統計資料集」)となっており、医療従事者の中では最も多く、近年は、副院長など経営に携わる看護職も増加
し、良質かつ安全・安心な医療サービスの提供に大きく寄与している。

 看護職が副院長として登用されている病院は、全体の約1割である。病床規模が大きいほど多くなり、500床以上の病院では、約4割が看護職副院長となってい
る(図1)。

 また、訪問看護ステーション数も増加しており、管理者として経営に携わる看護職が増加している(図2)。

 病院から在宅への移行が推進される中、病院施設内の看護のみならず地域で生活する人々、特に医療的ケアが必要な子どもから高齢者への看護職の支援
に対する国民の期待は大きい。

 社会保険医療協議会法第三条の5では、「第一項第二号に掲げる委員の任命に当たつては地域医療の担い手の立場を適切に代表し得ると認められる者」とあ
る。多くの看護職があらゆる領域で国民を支えている状況を踏まえれば、看護職は2号側を構成する委員としての条件を満たしている。

 医療提供体制の改革を推進する政策の１つである診療報酬のあり方に関して、社会保険医療協議会法が定める答申･建議等において議決する権利を委員と
同等に付与するため、中央社会保険医療協議会において、看護職を診療側委員として任命されることが必要である。
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無回答・不明

登用されている 現在は登用されていないが、今後登用される予定がある 登用されていない 無回答

出典：2015年病院看護実態調査、日本看護協会

図1 看護職の副院長登用 n＝3,332 図2 訪問看護の実施事業所数・医療機関数の年次推移

出典：第142回社会保障審議会介護給付費分科会資料(平成29年7月5日)より引用
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000170290.pdf
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